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はじめに 
 名古屋大学大学院工学研究科エネルギー理工学専攻の山﨑研究室は、平成１７年 4月から教
育研究活動を開始した。その山﨑研究室でのＬＨＤ遠隔実験参加のためのスーパーＳＩＮＥＴ

研究計画が本年度開始された。本計画の分担責任者のこれまでのＬＨＤ実験へのかかわりとし

ては、核融合研究所立ち上げ（新研準備室）、ＬＨＤ装置設計・建設（新研準備室、ＮＩＦＳ）、

ＬＨＤ装置運転・実験（ＮＩＦＳ）、輸送解析のデータベース作成、独自の輸送解析ＴＯＴＡ

Ｌコードの開発利用（ＮＩＦＳ，名大）である。これを踏まえて、現在は名古屋大学からの通

常のインターネット経由での実験解析を行ってきている。 
本格的な遠隔実験

解析のためには、Ｌ

ＨＤ実験データに高

速かつ柔軟にアクセ

スするための高速の

ネットワーク接続が

必須であり、スーパ

ーＳＩＮＥＴの接続

が平成１７年度末に

完了する。現在、名

古屋大学内の高村研

（５号館）までＮＩ

ＦＳのＬＡＮが設置

されているので、そ

こから８号館まで光

ケーブルを延長する

（図１）。 
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図１ スーパーＳＩＮＥＴの山﨑研への平成１７年度接続予定 

 

 工学部研究科５号館のハブから８号館南館４階のハブまでの光ケーブルは、名古屋大学内の

配線を借用する。工学部研究科５号館のエネルギー理工学専攻高村研究室から５号館内のター

ミナルボックスまでと、８号館南館４階のターミナルボックスから８号館南館山﨑研究室４０

４号室までの結線工事を予定している（図２）。新規ルータは、工学部 8 号館南館 4 階４０４



号室内の南東隅に設置予定である。 
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図２ ネットワーク接続予定機器 

 

研究目的 

本計画では、スーパーＳＩＮＥＴを利用して、ＬＨＤ実験解析の共同研究を推進することで

ある。実験データに高速かつ柔軟にアクセスし(解析機能）、実験の状況を高速で確認する（ビ

デオ機能）ことが必要である。具体的な研究目的としては、 

（１）実験解析コードＴＯＴＡＬによるプラズマ平衡と輸送解明 

  （２）ヘリカル磁場配位の制御と磁場配位最適化研究 

  （３）トーラスプラズマの知的制御に関する研究 

  （４）環状磁場核融合炉の最適化研究 

である。これらの目的のために、ＬＨＤ実験データを利用・解析する。その他、ＬＨＤ実験解

析の為に LHD 数値解析システムへ高速アクセスすることと、遠隔実験解析結果の理解の為の核

融合関連文献検索の高速利用をも計画している。 

 

研究成果 

平成１７年度には、ＮＩＦＳ一般共同研究・大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）プロジェクトとし

て、「閉じ込め解析コードの開発と磁場配位の制御（代表：山﨑耕造、世話人：舟場久芳）」を

進めた。特に、『ＬＨＤでのヘリカルコイルによるエネルギー測定』として、博士課程前期課

程 2年生の修士論文用のデータ解析が行われた（図３）。この研究課題では、（ⅰ）ヘリカルコ

イルを用いた世界で最初の測定方式を実証、（ⅱ）その可能性と限界の明確化、（ⅲ）既存の反

磁性測定、平衡解析との比較検討、等を行うことである。 
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プラズマとコイルの相互作用 従来計測と新計測との比較  
図３ ＬＨＤでのヘリカルコイルによるエネルギー測定の解析結果 

 
 『ＴＯＴＡＬコードを用いての輸送実験解析』も主要な研究テーマであり、これまでは、 

（ⅰ）VMEC コードによる平衡再構成（輸送解析の基礎） 

   特に高ベータ時解析に、ビーム成分を含めた平衡再構成、平衡プラズマの境界の明確化 

（ⅱ）プラズマ半径、磁場強度の定義とデータベース構築 

（ⅲ）新スケーリング則導出による炉への展望（図４） 

   特に、Ｒ＆Ｂ依存性の検討、局所と大域則の比較検討 

 

を進めてきている。 

 

 

まとめ 

 平成１７年度末に、名古屋大学工

学研究科８号館南館の山﨑研にスー

パーＳＩＮＥＴのネットワーク接続

がなされ、ＬＨＤ遠隔参加実験解析

の研究計画がスタートした。 

 

今後の計画・課題 

 今後はこの高速ネットワークを有

効利用してのＬＨＤプラズマ閉じ込

め実験解析等を進める予定である。 
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図４ ＴＯＴＡＬコードを用いてのＬＨＤ輸送実験
解析によるスケーリング則の導出 


